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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）本体と、
　（ｂ）前記本体から遠位側に延在するシャフトであって、前記シャフトが遠位端を有す
る、シャフトと、
　（ｃ）前記シャフトの前記遠位端に配置される超音波要素であって、前記超音波要素が
遠位方向に向く環状面を含む、超音波要素と、
　（ｄ）環状のクランプパッドであって、前記クランプパッドが前記超音波要素の前記遠
位方向に向く環状面に向かって移動可能である、環状のクランプパッドと、
　を含み、
　前記超音波要素が超音波トランスデューサであり、
　前記超音波トランスデューサが円筒状形状を有し、
　アンビルを更に含み、前記アンビルが、前記クランプパッドが固定されるヘッドを含み
、
　前記ヘッドが、前記クランプパッドに対して内側にある陥凹部を画定し、
　前記シャフトの前記遠位端がシュラウドを含み、前記超音波トランスデューサが前記シ
ュラウド内に配置されており、
　１の管状組織構造が前記アンビルに固定され、他の管状組織構造が前記シュラウドに固
定されている際に、前記クランプパッドが前記超音波トランスデューサの前記遠位方向に
向く環状面に向かって移動して、前記１の管状組織構造の自由端および前記他の管状組織
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構造の自由端が前記陥凹部内に集められ、前記１の管状組織構造および前記他の管状組織
構造が前記クランプパッドおよび前記超音波トランスデューサの前記遠位方向に向く環状
面間で挟み込まれた状態で、前記超音波トランスデューサにより生成された超音波振動に
より、前記１の管状組織構造および前記他の管状組織構造を切断および封着する、機器。
【請求項２】
　前記本体がハンドルアセンブリを含む、請求項１に記載の機器。
【請求項３】
　前記シャフトが湾曲している、請求項１に記載の機器。
【請求項４】
　前記本体から前記超音波トランスデューサまで前記シャフトを通って延在する、１つ又
は２つ以上の電気導体を更に含む、請求項１に記載の機器。
【請求項５】
　前記超音波トランスデューサが中央穴を画定する、請求項１に記載の機器。
【請求項６】
　前記超音波トランスデューサの前記中央穴を通って延在する細長い部材を更に含み、前
記細長い部材は、前記超音波トランスデューサの前記遠位方向に向く環状面に近づく方向
及び前記遠位方向に向く環状面から離れる方向に前記クランプパッドを選択的に動かすよ
う操作可能である、請求項５に記載の機器。
【請求項７】
　前記細長い部材がトロカールを含む、請求項６に記載の機器。
【請求項８】
　前記アンビルが、前記ヘッドから延出し、前記細長い部材と連結されるよう構成されて
いる柄を含む、請求項６に記載の機器。
【請求項９】
　前記シュラウドが、前記超音波トランスデューサの外側領域に対して内向きの圧縮力を
印加するよう構成されている、請求項１に記載の機器。
【請求項１０】
　前記シュラウドが遠位縁を含み、前記遠位方向に向く環状面が前記遠位縁と同一面であ
る、請求項１に記載の機器。
【請求項１１】
　前記超音波トランスデューサが、長手方向の動き及び径方向の動きで超音波振動するよ
う構成されている、請求項１に記載の機器。
【請求項１２】
　前記クランプパッドが、止血又は組織治癒を強化するように構成された物質を含む、請
求項１に記載の機器。
【請求項１３】
　前記超音波トランスデューサに電力を供給するよう操作可能な発電機を更に含み、前記
発電機がケーブルを介して前記本体に連結されている、請求項１に記載の機器。
【請求項１４】
　（ａ）本体と、
　（ｂ）前記本体から遠位側に延在するシャフトであって、前記シャフトが遠位端を有す
る、シャフトと、
　（ｃ）前記シャフトの前記遠位端に配置される円筒状の超音波トランスデューサであっ
て、前記超音波トランスデューサが遠位方向に向く環状面を含む、円筒状の超音波トラン
スデューサと、
　（ｄ）前記超音波トランスデューサに対して並進運動可能なアンビル連結機構と、
　（ｅ）アンビルであって、前記アンビルが前記アンビル連結機構と連結するよう構成さ
れており、前記アンビルが、環状のクランプパッド、及び、前記クランプパッドが固定さ
れるヘッドを含み、前記クランプパッドが、前記超音波トランスデューサの前記遠位方向
に向く環状面に向かって移動可能であり、前記ヘッドが、前記クランプパッドに対して内
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側にある陥凹部を画定し、アンビルと、
　を含み、
　前記シャフトの前記遠位端がシュラウドを含み、前記超音波トランスデューサが前記シ
ュラウド内に配置されており、
　１の管状組織構造が前記アンビルに固定され、他の管状組織構造が前記シュラウドに固
定されている際に、前記クランプパッドが前記超音波トランスデューサの前記遠位方向に
向く環状面に向かって移動して、前記１の管状組織構造の自由端および前記他の管状組織
構造の自由端が前記陥凹部内に集められ、前記１の管状組織構造および前記他の管状組織
構造が前記クランプパッドおよび前記超音波トランスデューサの前記遠位方向に向く環状
面間で挟み込まれた状態で、前記超音波トランスデューサにより生成された超音波振動に
より、前記１の管状組織構造および前記他の管状組織構造を切断および封着する、機器。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　吻合は、患者の体内で２つの中空組織構造を繋ぎ合わせ、これによりこれら２つの中空
組織構造の間に流体連通を提供し得る。この吻合は、望ましくない漏れが吻合部位から生
じるのを防ぐ、封着された外周を有し得る。この吻合は、側々吻合（例えば、小腸の側壁
を胃の側壁に接合するなど）又は端々吻合（例えば、２つの管状組織構造を繋ぎ合わせる
など）を含み得る。例えば、いくつかの外科処置では、望ましくない組織を排除するか又
は他の理由で、消化管の一部分を切り離し除去することがある。望ましくない組織を除去
した後、消化管の残りの部分を吻合で再結合させることができる。こうした吻合処置を達
成するのに使用され得る器具の１つが円形ステープラである。円形ステープラは、患者に
天然に存在する開口部、及び／又は外科的に形成した開口部を通して挿入される。
【０００２】
　円形外科用ステープラの例は、１９９３年４月２７日に発行の名称を「Ｓｕｒｇｉｃａ
ｌ　Ａｎａｓｔｏｍｏｓｉｓ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特
許第５，２０５，４５９号、１９９３年１２月２１日に発行の名称を「Ｓｕｒｇｉｃａｌ
　Ａｎａｓｔｏｍｏｓｉｓ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特許
第５，２７１，５４４号、１９９４年１月４日に発行の名称を「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ａｎ
ａｓｔｏｍｏｓｉｓ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特許第５，
２７５，３２２号、１９９４年２月１５日に発行の名称を「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ａｎａｓ
ｔｏｍｏｓｉｓ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特許第５，２８
５，９４５号、１９９４年３月８日に発行の名称を「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ａｎａｓｔｏｍ
ｏｓｉｓ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特許第５，２９２，０
５３号、１９９４年８月２日に発行の名称を「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ａｎａｓｔｏｍｏｓｉ
ｓ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特許第５，３３３，７７３号
、１９９４年９月２７日に発行の名称を「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ａｎａｓｔｏｍｏｓｉｓ　
Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特許第５，３５０，１０４号、１
９９６年７月９日に発行の名称を「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ａｎａｓｔｏｍｏｓｉｓ　Ｓｔａ
ｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特許第５，５３３，６６１号、２０１２
年１１月２２日に公開された名称を「Ｌｏｗ　Ｃｏｓｔ　Ａｎｖｉｌ　Ａｓｓｅｍｂｌｙ
　ｆｏｒ　ａ　Ｃｉｒｃｕｌａｒ　Ｓｔａｐｌｅｒ」とする米国特許公開第２０１２／０
２９２３７２号、及び、２０１３年９月２４日に出願された名称を「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　
Ｓｔａｐｌｅｒ　ｗｉｔｈ　Ｒｏｔａｒｙ　Ｃａｍ　Ｄｒｉｖｅ　ａｎｄ　Ｒｅｔｕｒｎ
」とする米国特許出願第１４／０３３，６８８号に記述されており、これらの開示は参照
により本明細書に援用される。上に引用した米国特許及び米国特許出願公報のそれぞれの
開示内容は参照により本明細書に組み込まれる。このようなステープラのいくつかは、組
織層をクランプし、クランプした組織層を切断し、組織層を通してステープルを打ち込む
ことによって組織層の切断された端部の近くで組織層を共に実質的に封着し、それによっ
て管状組織構造の２つの切断された端部を接合するように動作可能である。
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【０００３】
　ステープルの駆動機構を備える代わりに、組織を（例えば、組織細胞内のタンパク質を
変性させることにより）切断及び封着するために、又は単に組織を封着するために、超音
波周波で振動するブレード要素を有するエンドエフェクタは、様々な外科器具に含まれて
いる。これらの器具は、電力を超音波振動に変換する圧電素子を含んでおり、それらの振
動は音響導波管に沿ってブレード要素に伝達される。切断及び凝固の精度は、外科医の技
術によって、並びに電力レベル、ブレードエッジ角度、組織引張、及びブレード圧力を調
節することによって制御され得る。
【０００４】
　超音波外科器具の例としては、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＡＣＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏ
ｎｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＷＡＶＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ
　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＦＯＣＵＳ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓ
ｈｅａｒｓ、及びＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＳＹＮＥＲＧＹ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ
　Ｂｌａｄｅｓが挙げられ、これらはいずれもＥｔｈｉｃｏｎ　Ｅｎｄｏ－Ｓｕｒｇｅｒ
ｙ，Ｉｎｃ．（オハイオ州Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ）製である。そのような装置及び関連す
る概念の更なる例は、１９９４年６月２１日に発行の名称を「Ｃｌａｍｐ　Ｃｏａｇｕｌ
ａｔｏｒ／Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉ
ｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」とする米国特許第５，３２２，０５５号（この開示は
参照により本明細書に援用される）、１９９９年２月２３日に発行の名称を「Ｕｌｔｒａ
ｓｏｎｉｃ　Ｃｌａｍｐ　Ｃｏａｇｕｌａｔｏｒ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　Ｈａｖｉｎｇ　
Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　Ｃｌａｍｐ　Ｍｅｃｈａｎｉｓｍ」とする米国特許第５，８７３，８
７３号（この開示は参照により本明細書に援用される）、１９９７年１０月１０日に発行
の名称を「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｃｌａｍｐ　Ｃｏａｇｕｌａｔｏｒ　Ａｐｐａｒａｔ
ｕｓ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　Ｃｌａｍｐ　Ａｒｍ　Ｐｉｖｏｔ　Ｍｏｕｎｔ
」とする米国特許第５，９８０，５１０号（この開示は参照により本明細書に援用される
）、２００１年１２月４日に発行の名称を「Ｂｌａｄｅｓ　ｗｉｔｈ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ
ａｌ　Ｂａｌａｎｃｅ　Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｅｓ　ｆｏｒ　ｕｓｅ　ｗｉｔｈ　Ｕｌｔｒ
ａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」とする米国特許第６，３２
５，８１１号（この開示は参照により本明細書に援用される）、２００４年８月１０日に
発行の名称を「Ｂｌａｄｅｓ　ｗｉｔｈ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｂａｌａｎｃｅ　Ａｓ
ｙｍｍｅｔｒｉｅｓ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃ
ａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」とする米国特許第６，７７３，４４４号（この開示は参
照により本明細書に援用される）、及び、２００４年８月３１日に発行の名称を「Ｒｏｂ
ｏｔｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｔｏｏｌ　ｗｉｔｈ　Ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄ　Ｃａｕｔｅ
ｒｉｚｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特許第６，
７８３，５２４号（この開示は参照により本明細書に援用される）に開示されている。
【０００５】
　超音波外科器具のまた更なる例は、２００６年４月１３日に発行の名称を「Ｔｉｓｓｕ
ｅ　Ｐａｄ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈ　ａｎ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａ
ｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」とする米国特許公開第２００６／００７９８７４号（この開
示は参照により本明細書に援用される）、２００７年８月１６日に発行の名称を「Ｕｌｔ
ｒａｓｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　ｆｏｒ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏａｇｕｌａｔｉ
ｎｇ」とする米国特許公開第２００７／０１９１７１３号（この開示は参照により本明細
書に援用される）、２００７年１２月６日に発行の名称を「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｗａ
ｖｅｇｕｉｄｅ　ａｎｄ　Ｂｌａｄｅ」とする米国特許公開第２００７／０２８２３３３
号（この開示は参照により本明細書に援用される）、２００８年８月２１日に発行の名称
を「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　ｆｏｒ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏａｇ
ｕｌａｔｉｎｇ」とする米国特許公開第２００８／０２００９４０号（この開示は参照に
より本明細書に援用される）、２００９年４月２３日に発行の名称を「Ｅｒｇｏｎｏｍｉ
ｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」とする米国特許公開第２００９／０１
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０５７５０号（この開示は参照により本明細書に援用される）、２０１０年３月１８日に
発行の名称を「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　ｆｏｒ　Ｆｉｎｇｅｒｔｉｐ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ」とする米国特許公開第２０１０／００６９９４０号（この開示は参照によ
り本明細書に援用される）、及び、２０１１年１月２０日に発行の名称を「Ｒｏｔａｔｉ
ｎｇ　Ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒ　Ｍｏｕｎｔ　ｆｏｒ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉ
ｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」とする米国特許公開第２０１１／００１５６６０号（
この開示は参照により本明細書に援用される）、２０１２年２月２日に発行の名称を「Ｕ
ｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｂｌａｄｅｓ」とする
米国特許公開第２０１２／００２９５４６号（この開示は参照により本明細書に援用され
る）、及び、２０１３年１月１８日に発行の名称を「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉ
ｃａｌ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｗｉｔｈ　Ｓｉｌｉｃｏｎ　Ｗａｖｅｇｕｉｄｅ」とする
米国特許出願第１３／７４５，３８５号（この開示は参照により本明細書に援用される）
に開示されている。
【０００６】
　一部の超音波外科器具はコードレストランスデューサを含み得、これは例えば、２０１
２年５月１０日に発行の名称を「Ｒｅｃｈａｒｇｅ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｅｄｉｃ
ａｌ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」とする米国特許公開第２０１２／０１１２６８７号（この開示は
参照により本明細書に援用される）、２０１２年５月１０日に発行の名称を「Ｓｕｒｇｉ
ｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　ｗｉｔｈ　Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」とする
米国特許公開第２０１２／０１１６２６５号（この開示は参照により本明細書に援用され
る）、及び／又は２０１０年１１月５日に発行の名称を「Ｅｎｅｒｇｙ－Ｂａｓｅｄ　Ｓ
ｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」とする米国特許出願第６１／４１０，６０３
号（この開示は参照により本明細書に援用される）に開示されている。
【０００７】
　加えて、一部の超音波外科器具には関節接合シャフト部分が含まれ得る。そのような超
音波外科器具の例は、２０１２年６月２９日に出願の名称を「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓ
ｔｒｕｍｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　Ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｈａｆｔｓ」とする米国特
許出願第１３／５３８，５８８号（この開示は参照により本明細書に援用される）、及び
、２０１２年１０月２２日に出願の名称を「Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｈａｒｍｏｎｉｃ　Ｗａ
ｖｅｇｕｉｄｅｓ／Ｂｌａｄｅｓ　ｆｏｒ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ
」とする米国特許出願第１３／６５７，５５３号（この開示は参照により本明細書に援用
される）に開示されている。
【０００８】
　吻合部位で中空の解剖学的構造を接合するため、様々な種類の器具及び技法が作られ、
使用されてきたが、本発明の発明者以前に、添付の請求項に述べた発明を作った又は使用
した者はいないと考えられる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
　本明細書は本技術を具体的に指摘しかつ明確にその権利を請求する特許請求の範囲によ
って完結するが、本技術は、以下の特定の例の説明を添付図面と併せ読むことでより良く
理解されるものと考えられ、図面では同様の参照符号は同じ要素を特定する。
【図１】超音波ヘッドアセンブリに連結されたアンビルを備えた、例示的な超音波吻合器
具の側立面図を示す。
【図２】アンビルが超音波ヘッドアセンブリから外された、図１の器具の側立面図を示す
。
【図３】図１の器具のアンビルの斜視図を示す。
【図４】図１の器具のシャフトアセンブリ及び超音波ヘッドアセンブリの分解図を示す。
【図５】図１の器具の超音波ヘッドアセンブリの側面断面図を示す。
【図６Ａ】第１管状組織構造内に配置された図５の超音波ヘッドアセンブリの側面断面図
を示し、アンビルは超音波ヘッドアセンブリから分離され、第２管状組織構造内に配置さ
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れている。
【図６Ｂ】図５の超音波ヘッドアセンブリの側面断面図を示し、第１管状組織構造が超音
波ヘッドアセンブリのトロカール周囲に縫合され、アンビルは超音波ヘッドアセンブリか
ら分離され、第２管状組織構造がアンビルの柄の周囲に縫合されている。
【図６Ｃ】図５の超音波ヘッドアセンブリの側面断面図を示し、アンビルの柄が、超音波
ヘッドアセンブリのトロカールに連結されている。
【図６Ｄ】図５の超音波ヘッドアセンブリの側面断面図を示し、アンビルの柄と超音波ヘ
ッドアセンブリのトロカールが超音波ヘッドアセンブリ内に引き込まれ、超音波ヘッドア
センブリとアンビルの間の第１及び第２管状構造の領域を圧縮している。
【図６Ｅ】図５の超音波ヘッドアセンブリの側面断面図を示し、超音波ヘッドアセンブリ
のトランスデューサ要素が作動し、圧縮されている組織に対して切除と封着を同時に行っ
ている。
【図６Ｆ】吻合部位で接合された第１及び第２管状構造の側面断面図を示す。
【００１０】
　各図面は、いかなる意味においても限定を意図するものではなく、図に必ずしも示して
いないものを含め、本技術の異なる実施形態を様々な他の方法で実施し得ることが考えら
れる。本明細書に組み込まれ、本明細書の一部をなす添付の図面は、本技術のいくつかの
態様を示しており、その説明と共に本技術の原理を説明するのに役立つものであるが、本
技術は図示される厳密な配置に限定されないことは理解される。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　下記の本技術の特定例の記述は、本発明の範囲を制限するために使用するべきではない
。本技術のその他の例、特徴、態様、実施形態及び利点は、例として、本技術を実施する
ために想到される最良の形態の１つである以下の説明から、当業者には明らかとなるであ
ろう。理解されるように、本明細書で説明される本技術は、全て本技術から逸脱すること
なく、その他種々の明白な態様が可能である。したがって、図面及び説明文は、制限的な
ものではなく、例示的な性質のものとみなすべきである。
【００１２】
　本明細書に述べられる教示、表現、実施形態、実施例などの任意の１つ又は２つ以上の
ものを、本明細書に述べられる他の教示、表現、実施形態、実施例などの任意の１つ又は
２つ以上のものと組み合わせることができる点も更に理解されたい。したがって、以下に
述べられる教示、表現、実施形態、実施例などは、互いに対して分離して考慮されるべき
ではない。本明細書の教示に照らして、本明細書の教示を組み合わせることができる様々
な適当な方法が、当業者には明らかとなろう。かかる改変例及び変形例は、特許請求の範
囲内に含まれるものとする。
【００１３】
　本開示の明瞭さのために、「近位」及び「遠位」という用語は、外科用器具の人間又は
、ロボットの操作者に対して本明細書で定義する。「近位」という用語は、外科用器具の
人間又はロボットの操作者により近く、かつ、外科用器具の外科手術用エンドエフェクタ
から更に離れた要素の位置を参照する。「遠位」という用語は、外科用器具の外科手術用
エンドエフェクタにより近く、かつ、外科用器具の人間又はロボットの操作者から更に離
れた要素の位置を指す。
【００１４】
　Ｉ．例示的な吻合用器具
　図１～２は、ハンドルアセンブリ（２０）、超音波ヘッドアセンブリ（４０）、シャフ
トアセンブリ（１８）、及びアンビル（６０）を有する例示的な吻合用器具（１０）を示
し、それぞれについて、以下により詳細に説明する。シャフトアセンブリ（１８）はハン
ドルアセンブリ（２０）から遠位に延在する。超音波ヘッドアセンブリ（４０）は、シャ
フトアセンブリ（１８）の遠位端にある。アンビル（６０）は、シャフトアセンブリ（１
８）のトロカール（３４）と着脱可能に連結され、これにより、超音波ヘッドアセンブリ
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（４０）に組織を圧縮するよう構成される。次に、ハンドルアセンブリ（２０）は、超音
波ヘッドアセンブリ（４０）のトランスデューサ要素（７０）を作動させ、超音波ヘッド
アセンブリ（４０）とアンビル（６０）の間に捕捉された組織を切除及び封着するよう操
作可能である。したがって、吻合用器具（１０）は、図６Ａ～６Ｆに示すように、吻合（
１４０）部位で、２つの管状組織構造（１００、１１０）の自由端を合わせて、封着状態
で接合するのに使用することができる。器具（１０）の例示的な特徴が以下でより詳細に
説明されるが、数多くの変形例が、本明細書の教示を鑑みれば当業者には明らかとなろう
。
【００１５】
　下記の教示に加えて、下記特許の教示の少なくとも一部に従って、器具（１０）の１つ
又は複数の超音波機能を構築できることが理解されよう：米国特許第５，３２２，０５５
号、米国特許第５，８７３，８７３号、米国特許第５，９８０，５１０号、米国特許第６
，３２５，８１１号、米国特許第６，７７３，４４４号、米国特許第６，７８３，５２４
号、米国特許公開第２００６／００７９８７４号、米国特許公開第２００７／０１９１７
１３号、米国特許公開第２００７／０２８２３３３号、米国特許公開第２００８／０２０
０９４０号、米国特許公開第２００９／０１０５７５０号、米国特許公開第２０１０／０
０６９９４０号、米国特許公開第２０１１／００１５６６０号、米国特許公開第２０１２
／０１１２６８７号、米国特許公開第２０１２／０１１６２６５号、米国特許出願第１３
／５３８，５８８号、米国特許出願第１３／６５７，５５３号、及び／又は米国特許出願
第６１／４１０，６０３号。前述の特許、公開、及び出願のそれぞれの開示内容は、参照
により本明細書に組み込まれる。
【００１６】
　Ａ．例示的なハンドルアセンブリ
　本実施例のハンドルアセンブリ（２０）は、ピストルグリップ（２２）と、トリガアセ
ンブリ（２４）と、ノブ（２６）と、トロカール作動ボタン（３０）と、を含む。ピスト
ルグリップ（２２）は単に任意追加的であり、これによりハンドルアセンブリ（２０）は
他の好適な種類のグリップ機能を提供し得る。ケーブル（１６）はピストルグリップ（２
２）から延出し、更に発電機（１２）に連結される。発電機（１２）は、超音波ヘッドア
センブリ（４０）のトランスデューサ要素（７０）に電力を選択的に供給するよう操作可
能である。あくまで一例として、発電機（１２）は、Ｅｔｈｉｃｏｎ　Ｅｎｄｏ－Ｓｕｒ
ｇｅｒｙ，Ｉｎｃ．（オハイオ州Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ）により販売されているＧＥＮ　
３００を備えることができる。追加的にあるいは代替的に、発電機（１２）は、２０１１
年４月１４日に公開された「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｇｅｎｅｒａｔｏｒ　ｆｏｒ　Ｕｌｔｒ
ａｓｏｎｉｃ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」と題する米
国特許公開第２０１１／００８７２１２号（この開示は参照により本明細書に援用される
）に示される教示の少なくとも一部に従って、構築され得る。また、発電機（１２）の機
能性の少なくとも一部をハンドルアセンブリ（２０）に組み込むことができ、ハンドルア
センブリ（２０）はケーブル（１４）を省略するように更に電池又は他の搭載された電源
を含むこともまたできると理解されたい。なお、発電機（１２）が有することができる他
の好適な形体、並びに発電機（１２）が提供することができる種々の機構及び動作性は、
本明細書の教示を考慮すれば、当業者には明らかとなるであろう。
【００１７】
　トリガアセンブリ（２４）は、発電機（１２）を超音波ヘッドアセンブリ（４０）のト
ランスデューサ要素（７０）に選択的に連結するようにピストルグリップ（２２）に向か
って枢動可能であり、これによりトランスデューサ要素（７０）に選択的に通電する。い
くつかの変形例において、トリガアセンブリ（２４）は、トリガアセンブリ（２４）を誤
って作動させるのを防ぐ安全機能を含む。いくつかのそのような変形例において、この安
全機能は、アンビル（６０）が超音波ヘッドアセンブリ（４０）から所定の距離範囲外に
あるときに、トリガアセンブリ（２４）を効果的に使用不能にするか、又は他の方法でト
リガアセンブリ（２４）の作動を防止する。アンビル（６０）が超音波ヘッドアセンブリ
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（４０）から所定の距離範囲内の位置に達すると、この安全機能は、トリガアセンブリ（
２４）の作動を可能にし得る。単なる一例として、そのような安全機能は、３０１３年９
月２４日に出願された「Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｅａｔｕｒｅｓ　ｆｏｒ　Ｍｏｔｏｒｉｚｅ
ｄ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｓｔａｐｌｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」と題する米国特許出
願第１４／０３３，７５１号（この開示は参照により本明細書に援用される）の教示の少
なくとも一部に従って提供することができる。トリガアセンブリ（２４）の安全機能を構
成することができるその他の好適な方法は、本明細書の教示を考慮することで当業者には
明らかであろう。同様に、本明細書の教示を考慮することで、トリガアセンブリ（２４）
の他の好適な機能及び構成も、当業者に明らかになるであろう。
【００１８】
　ノブ（２６）は、トロカール作動アセンブリ（３０）を選択的に作動させるよう回転可
能である。以下に詳細に説明されるように、トロカール作動アセンブリ（３０）は、トロ
カール（３４）を選択的に並進運動させるよう操作可能であり、これにより、超音波ヘッ
ドアセンブリ（４０）に対するアンビル（６０）の位置を選択的に調節する。具体的には
、ノブ（２６）を一方向に回転させることにより、アンビル（６０）が超音波ヘッドアセ
ンブリ（４００）に向かって近位側に引き戻され、ノブ（２６）を反対方向に回転させる
ことにより、アンビル（６０）が超音波ヘッドアセンブリ（４００）から遠位側に進む。
トロカール作動アセンブリ（３０）はこのように、ノブ（２６）の回転運動を、トロカー
ル（３４）及びアンビル（６０）の線形運動に変換するよう作動可能である。あくまで一
例として、トロカール作動アセンブリ（３０）は、米国特許第５，２０５，４５９号、米
国特許第５，２７１，５４４号、米国特許第５，２７５，３２２号、米国特許第５，２８
５，９４５号、米国特許第５，２９２，０５３号、米国特許第５，３３３，７７３号、米
国特許第５，３５０，１０４号、米国特許第５，５３３，６６１号、米国特許公開第２０
１２／０２９２３７２号、及び／又は米国特許出願第１４／０３３，６８８号の教示の少
なくとも一部に従って構成することができ、これらのすべての開示が参照により本明細書
に援用される。トロカール作動アセンブリ（３０）が構成され得るその他の好適な方法は
、本明細書の教示を考慮することで当業者には明らかであろう。
【００１９】
　Ｂ．例示的なシャフトアセンブリ
　本実施例において、シャフトアセンブリ（１８）は剛性の湾曲した形状を有し、これは
、直腸アプローチによる患者の大腸内での超音波ヘッドアセンブリ（４０）の位置決めを
促進し得る。いくつかの他の変形例において、シャフトアセンブリ（１８）は剛性で真っ
直ぐである。更に他の変形例において、シャフトアセンブリ（１８）は可撓性である。更
に別の単なる例示的代替例として、シャフトアセンブリ（１８）は、可撓性構成と剛性構
成の間を選択的に移行するよう操作可能であり得る。単なる一例として、そのような選択
的移行は、２０１２年１２月１７日に出願された「Ｍｏｔｏｒ　Ｄｒｉｖｅｎ　Ｒｏｔａ
ｒｙ　Ｉｎｐｕｔ　Ｃｉｒｃｕｌａｒ　Ｓｔａｐｌｅｒ　ｗｉｔｈ　Ｌｏｃｋａｂｌｅ　
Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｓｈａｆｔ」と題する米国特許出願第１３／７１６，３２３号（この
開示は参照により本明細書に援用される）の教示の少なくとも一部に従って提供すること
ができる。
【００２０】
　図４で最もよくわかるように、本実施例のシャフトアセンブリ（１８）はトロカール作
動シャフト（３２）を含み、これはシャフトアセンブリ（１８）内で並進運動するよう操
作可能である。トロカール（３４）はトロカール作動シャフト（３２）の遠位端に固定さ
れており、これにより、トロカール（３４）は、トロカール作動シャフト（３２）と一体
となって並進運動する。トロカール作動シャフト（３２）はトロカール作動アセンブリ（
３０）に連結されており、これにより、トロカール作動アセンブリ（３０）は、トロカー
ル作動シャフト（３２）を介してトロカール（３４）を並進運動させるよう操作可能であ
る。本明細書の教示を考慮すれば、トロカール作動シャフト（３２）をトロカール作動ア
センブリ（３０）と連結することができる様々な適切な方法が、当業者には明らかであろ
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う。
【００２１】
　トロカール（３４）は、アンビル（６０）の柄（６６）に選択的に挿入されるよう構成
されており、これについては以下で詳述する。本実施例のトロカール（３４）は、先細の
遠位先端（３６）を備える。かかる先端（３４）は、組織に穿孔し、かつ／又はトロカー
ル（３４）上へのアンビル（６０）の柄（６６）の配置を支援することが可能であっても
よいが、先端（３６）の先細形状は単に任意のものである。例えば、他の変形例において
、トロカール（３４）は鈍い先端（３６）を有してもよい。それに加えて、又はその代わ
りに、トロカール（３４）は、アンビル（６０）をトロカール（３４）に向かって引き付
け得る磁性部分（図示なし）を含んでもよい。トロカール（３４）の更に他の構成及び配
置は、本明細書の教示を考慮することで当業者には明らかとなろう。
【００２２】
　Ｃ．例示的な超音波ヘッドアセンブリ
　本実施例の超音波ヘッドアセンブリ（４０）は、トランスデューサ要素（７０）を受容
するような寸法にされたソケットを画定するシュラウド（４２）を含む。あくまで一例と
して、シュラウド（４２）は、アルミニウム及び／又は任意の他の好適な材料を含み得る
。トランスデューサ要素（７０）は圧電材料で形成され、これによってトランスデューサ
要素（７０）は、発電機（１２）からの電力を超音波振動に変換するよう構成される。図
４～５で最もよくわかるように、本実施例のトランスデューサ要素（７０）は、穴（７１
）を画定する単一のモノリシックな圧電材料片からなり、これによって、トランスデュー
サ要素（７０）は中空の細長い円筒状形状を有する。よって、トランスデューサ要素（７
０）は、遠位面（７２）、近位面（７４）、内径表面（７６）、及び外径表面（７８）を
含む。あくまで１つの代替例として、トランスデューサ要素（７０）は、同軸的に配列さ
れて積層体とされる複数の圧電ディスク要素によって形成されていてもよい。トランスデ
ューサ要素（７０）が取り得る他の好適な形態は、本明細書の教示を考慮することで当業
者には明らかとなるであろう。
【００２３】
　いくつかの変形例において、トランスデューサ要素（７０）は、締まり嵌めによりシュ
ラウド（４２）内に収容され、これによりシュラウド（４２）は、外径表面（７８）に対
して、径方向内向きの圧縮力を印加する。いくつかの変形例において、トランスデューサ
要素（７０）と相対するシュラウド（４０）表面との間に、防音材が挿入される。更に別
の単なる具体例として、シュラウド（４２）は内向きの環状突起を含み得、これが、トラ
ンスデューサ要素（７０）を通って伝わる共鳴超音波振動に関連するノードに対応する長
手方向位置で、トランスデューサ要素（７０）に対して内向きの圧縮力を印加する。更に
、１つ又は２つ以上の機能が、遠位面（７２）上に配置され得ることが理解されよう。例
えば、金属性ワッシャを遠位面（７２）上に配置することができ、これにより、音波伝導
性を提供しながら、保護を提供することができる。あくまで一例として、かかるワッシャ
は、チタン（Ｔｉ６Ａｌ４Ｖ）及び／又は他の好適な任意の材料を含み得る。トロカール
（３４）は、穴（７１）内に同軸的に配置される。図５～６Ｂに示すように、穴（７１）
の直径は、トロカール（３４）がトランスデューサ要素（７０）に対して遠位及び近位に
自在に並進運動できるのに十分な大きさである。図６Ｃ～６Ｅに示すように、穴（７１）
は更に、アンビル（６０）の柄（６６）を収容する寸法にされ、これにより柄（６６）が
内径表面（７６）に接触することなく穴（７１）に挿入され得る。
【００２４】
　面（７２、７４）は、（例えばコーティング、フィルム、その他の機能により）電気的
に絶縁されている。一方、表面（７６、７８）は導電性である（例えば、金属めっきなど
を有する）。トランスデューサ要素（７０）は、電圧が表面（７６、７８）に印加された
とき（例えば、表面（７６）がアース又はニュートラル経路となる）、電力を超音波振動
に変換するよう構成される。あくまで一例として、トランスデューサ要素（７０）は、２
０１３年１月１８日に出願された「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ａｐｐａ
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ｒａｔｕｓ　ｗｉｔｈ　Ｓｉｌｉｃｏｎ　Ｗａｖｅｇｕｉｄｅ」と題する米国特許出願第
１３／７４５，３８５号（この開示は参照により本明細書に援用される）の教示の少なく
とも一部に従って構成されることができる。
【００２５】
　発電機（１２）からの電力は、ワイヤ（８０）を介してトランスデューサ要素（７０）
に達する。このワイヤは、超音波ヘッドアセンブリ（４０）及びシャフトアセンブリ（１
８）を通って形成された通路（４４）内に配置される。ワイヤ（８０）は、トリガアセン
ブリ（２４）の作動に基づいて、ケーブル（１４）ひいては発電機（１２）と、選択的に
電気的に連通する。ワイヤ（８０）は、様々な方法でトランスデューサ要素（７０）に連
結され得る。あくまで一例として、ワイヤ（８０）は、２０１３年９月２０日に出願され
た「Ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒ　Ｆｅａｔｕｒｅｓ　ｆｏｒ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒ
ｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」と題する米国特許出願第１４／０３２，８４２号（
この開示は参照により本明細書に援用される）の教示の少なくとも一部に従って、トラン
スデューサ要素（７０）に連結され得る。ワイヤ（８０）は単なる例であり、他の任意の
好適な種類の電気導体が使用可能であることが理解されよう。トランスデューサ要素（７
０）が電力を受け取ることができる他の適当な方法は、本明細書の教示を考慮することで
、当業者には明らかであろう。
【００２６】
　本実施例では、トランスデューサ要素（７０）の遠位面（７２）は、トランスデューサ
要素（７０）を通じて伝達される共振超音波振動に関連するアンチノードに対応する位置
に配置される。トランスデューサ要素（７０）が通電されたとき、遠位面（７２）は、例
えば、ピーク間で約１０～５００マイクロメートル、一部の例では、例えば、５５．５ｋ
Ｈｚの所定の振動周波数ｆｏにて約２０～約２００マイクロメートルの範囲で、軸方向／
長手方向及び／又は径方向に移動するように構成される。本実施例のトランスデューサ要
素（７０）が作動すると、遠位面（７２）はこれにより、共鳴超音波周波数で軸方向／長
手方向及び／又は径方向に振動する。したがって、以下に詳細に説明されるように、組織
がトランスデューサ要素（７０）の遠位面（７２）とアンビル（６０）のクランプパッド
（６４）との間にクランプされたとき、トランスデューサ要素（７０）の軸方向／長手方
向及び／又は径方向の超音波振動によって、組織を切断すると同時に隣接する組織細胞中
のタンパク質を変性させることができ、これによって、比較的わずかな熱拡散で凝固効果
を提供することができる。一部の変形例において、電流は更に、トランスデューサ要素（
７０）及び／又はクランプパッド（６４）を介して供給されてよく、これにより更に組織
を焼灼する。
【００２７】
　本実施例では、トランスデューサ要素（７０）の遠位面（７２）は、シュラウド（４２
）の遠位縁（４８）と同一面である。いくつかの他の変形例において、トランスデューサ
要素（７０）の遠位面（７２）は、シュラウド（４２）の遠位縁（４８）を超えて遠位方
向に突出している。更に他の変形例において、トランスデューサ要素（７０）の遠位面（
７２）は、シュラウド（４２）の遠位縁（４８）に対して近位に引っ込んでいる。トラン
スデューサ要素（７０）の遠位面（７２）がシュラウド（４２）の遠位縁（４８）に対し
て近位に引っ込んでいる変形例において、クランプパッド（６４）は、アンビル（６０）
が超音波ヘッドアセンブリ（４０）に対して完全に引き戻された位置にあるとき、シュラ
ウド（４２）の遠位縁（４８）を超えて近位側に突出するよう構成され得る。これら構造
的特徴部の間のその他の好適な関係は、本明細書の教示を考慮することで、当業者には明
らかであろう。
【００２８】
　トランスデューサ要素（７０）を多様な方法で変更できることが理解されよう。あくま
で一例として、トランスデューサ要素（７０）は、本明細書に引用される様々な参考文献
に教示される圧電構成と同様に、同軸的に配置された圧電環構造の積層体を含み得る。ま
た、トランスデューサ要素（７０）の近位面（７４）と、超音波ヘッドアセンブリ（４０
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）のシュラウド（４２）内の遠位側に向いた表面（４６）との間に、エンドマスを長手方
向に介在させることできることも理解されよう。そのようなエンドマスは、ディスクの形
態、及び／又は他の好適な任意のタイプの構造であり得る。いくつかの他の変形例におい
て、トランスデューサアセンブリは、ハンドルアセンブリ（２０）内（例えば、ピストル
グリップ（２２）などの内部）に配置され、音波導波管がシャフトアセンブリ（１８）内
を通って延在して、超音波ヘッドアセンブリ（４０）内にある円筒状ブレードに達し、こ
れにより、トランスデューサアセンブリにより生成された超音波振動が、円筒状ブレード
に伝わる。そのような円筒状ブレードは、トランスデューサ要素（７０）の形状に実質的
に類似の形状を有していてよく、これにより、円筒状ブレードは、トランスデューサ要素
（７０）と同様に、アンビル（６０）と協働する。シャフトアセンブリ（１８）が屈曲形
状を有する場合、又は別に、導波管が湾曲経路に沿って屈曲する必要がある場合の変形例
において、導波管は、米国特許出願第１３／５３８，５８８号及び／又は米国特許出願第
１３／６５７，５５３号（これらの開示は参照により本明細書に援用される）の教示の少
なくとも一部に従って構築され得る。本明細書の教示を考慮することで、その他好適な変
更例が当業者に明らかであろう。
【００２９】
　Ｄ．例示的なアンビル
　図３で最も良くわかるように、本実施例のアンビル（６０）は、ヘッド（６２）と、柄
（６６）とを含む。ヘッド（６２）は、近位側を向いた環状クランプパッド（６４）を含
む。いくつかの変形例において、クランプパッド（６４）はポリテトラフルオロエチレン
（ＰＴＦＥ）を含む。例えば、クランプパッド（６４）は、ＰＴＦＥ又はその他の低摩擦
材料でコーティングされた鋼を含み得る。別の単なる具体例として、クランプパッド（６
４）はポリイミド、グラファイト、及びＰＴＦＥの組み合わせを含み得る。クランプパッ
ド（６４）を形成するために使用され得る他の好適な材料（及びその組み合わせ）は、本
明細書の教示を考慮することで、当業者には明らかであろう。クランプパッド（６４）は
、実質的に平坦であってよく、又は様々な種類の表面形状を含み得ることが理解されよう
。例えば、クランプパッド（６４）は、刻み、径方向に延在する隆起部の角度をつけて間
隔を空けた配列（例えば、放射線模様など）、同心性環状隆起部の配列、十字交差する隆
起部、及び／又はその他の様々な表面形状を含み得る。クランプパッド（６４）はまた、
先細であってもよい。例えば、クランプパッド（６４）の露出表面は、クランプパッド（
６４）の内径部分の厚さが、クランプパッド（６４）の外径部分の厚さよりも厚くなるよ
うに、先細であり得る。別の単なる具体例として、クランプパッド（６４）は、クランプ
パッド（６４）が、角の丸い正三角形の断面形状を有するように、先細であり得、アンビ
ル（６０）がトロカール（３４）と連結したときに、トランスデューサ要素（７０）の遠
位面（７２）に先端が向くようになっていてよい。
【００３０】
　クランプパッド（６４）は更に、米国特許公開第２００６／００７９８７４号の１つ又
は２つ以上の教示に従って構築されてよく、この開示は参照により本明細書に援用される
。クランプパッド（６４）及び／又はアンビル（６０）の他の部分は更に、止血及び／又
は組織治癒を高めるための、生物学的物質、薬剤、及び／又はその他の物質を含み得る。
止血及び／又は組織治癒を高めるための、様々な好適な生物学的物質、薬剤、及び／又は
その他の物質は、本明細書の教示を考慮することで、当業者には明らかであろう。同様に
、本明細書の教示を考慮することで、クランプパッド（６４）の他の好適な形状及び構成
も、当業者には明らかであろう。
【００３１】
　ヘッド（６２）は更に、柄（６６）とクランプパッド（６４）との間に画定された陥凹
部（６８）を含む。陥凹部（６８）は、余分な組織を収容するように構成されるが、これ
については以下で詳述する。図６Ａ～６Ｅに最もわかりやすく示されるように、柄（６６
）は、トロカール（３４）を受容するように構成されている穴（６９）を画定する。柄（
６６）は更に、柄（６６）の自由端に向かって延出する複数のリーフ板（６７）を含む。
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リーフ板（６７）は弾力的に付勢され、円筒状形状を画定するが、依然として、トロカー
ル（３４）の挿入を可能にするために、外向きに変形可能である。トロカール（３４）が
一定の深さまで柄（６６）の穴（６９）に挿入されると、リーフ板（６７）が内向きにカ
チッと閉まってトロカール（３４）を捕捉し、これにより、柄（６６）とトロカール（３
４）との間にスナップ嵌めをもたらす。いくつかの他の変形例において、柄（６６）は、
柄（６６）をトロカール（３４）に選択的に固定する、弾性的に付勢された保持クリップ
を含む。更に他の変形例において、柄（６６）及び／又はトロカール（３４）は、アンビ
ル（６０）とトロカール（３４）との間に取り外し可能又は一方向の連結を提供するよう
な、かかり、一方向スナップ、コレット、カラー、タブ、バンド、及び／又は任意の他の
好適な機構を含み得る。更なる例として、アンビル（６０）は、米国特許第５，２０５，
４５９号、米国特許第５，２７１，５４４号、米国特許第５，２７５，３２２号、米国特
許第５，２８５，９４５号、米国特許第５，２９２，０５３号、米国特許第５，３３３，
７７３号、米国特許第５，３５０，１０４号、米国特許第５，５３３，６６１号、米国特
許公開第２０１２／０２９２３７２号、及び／又は米国特許出願第１４／０３３，６８８
号の教示の少なくとも一部に従ってトロカール（３４）と連結することができ、これらの
すべての開示が参照により本明細書に援用される。更に別の単なる具体例として、アンビ
ル（６０）はねじ付きスタッドを介してトロカール（３４）と連結され得る。更に、トロ
カール（３４）は穴（６９）に類似の形状を含んでよく、柄（６６）は先端（３６）に類
似の閉じた先端を含み得ることが理解されよう。アンビル（６０）がトロカール管（３４
）と連結され得る更に他の好適な方式が、本明細書の教示を考慮することで、当業者には
明らかであろう。
【００３２】
　アンビル（６０）がトロカール（３４）に連結されると、クランプパッド（６４）の近
位側を向いた表面とトランスデューサ要素（７０）の遠位面（７２）との間の距離が、間
隙距離ｄを画定する。上述のように、ノブ（２６）は、トロカール作動アセンブリ（３０
）を作動させるのに使用することができ、ノブ（２６）が回転する方向に基づいて間隙距
離ｄを調節する。間隙距離ｄが所定の範囲内に入ると、トリガアセンブリ（２４）が作動
してトランスデューサ要素（７０）を起動し、これによって、クランプパッド（６４）と
トランスデューサ要素（７０）の遠位面（７２）との間に捕捉された組織を切断し封着す
る。間隙距離ｄに関する視覚的フィードバックを手術者に提供するために、本実施例のハ
ンドルアセンブリ（２０）は、間隙距離ｄが所定の範囲内にあるかどうかの視覚的な指標
をユーザーに提供するよう操作可能な機能を備えたインジケータウィンドウ（３８）を含
む。あくまで一例として、インジケータウィンドウ（３８）は、固定されたしるしに対し
て移動するバーを含み得る（例えば、米国特許第５，５３３，６６１号（この開示は参照
により本明細書に援用される）の教示によるもの）。あるいは、インジケータウィンドウ
（３８）は、間隙距離ｄが所定の範囲内にあるかどうかの視覚的な指標を手術者に提供す
る、１つ又は２つ以上のＬＥＤ、ＬＣＤ画面、及び／又は任意の他の好適な機能を含み得
る。追加的にあるいは代替的に、ハンドルアセンブリ（２０）は、間隙距離ｄが所定の範
囲内にあるかどうかの聴覚的な指標を提供する、１つ又は２つ以上の機能を含み得る。例
えば、聴覚的フィードバック機能は、間隙距離ｄが所定の範囲内にあるときに、特定のト
ーン、トーンのパターン、又は他の何らかの聴覚的な指標を提供し得る。間隙距離ｄが所
定の範囲内にあることを器具（１０）が手術者に示し得る更に他の好適な方法は、本明細
書の教示を考慮することで、当業者には明らかであろう。
【００３３】
　トランスデューサ要素（７０）の遠位面（７２）とアンビル（６０）のクランプパッド
（６４）との間に挟まれた組織に対し、適切な超音波切断及び封着を行うことは、遠位面
（７２）及びクランプパッド（６４）により組織に付与される圧力又は圧縮力の大きさに
依存し得ることが、理解されよう。間隙距離ｄは、好ましい圧縮力と相関し得ることが理
解されよう。あるいは、トロカール作動シャフト（３２）の作動は、実際の圧縮力により
重点を置いており、距離ｄにはあまり重点を置いていなくともよい。あくまで一例として
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、いくつかの変形例において、トロカール作動シャフト（３２）は長手方向に柔軟性を有
する（例えば、長さ方向に沿って可塑的に変形可能である）。トロカール作動シャフト（
３２）の伸縮性は、遠位面（７２）とクランプパッド（６４）とにより組織に付与される
圧縮力が、およその所定値に達してから、トロカール作動シャフト（３２）が延伸し始め
ることができるように、選択され得る。この圧縮力がおよその所定値に達すると、トロカ
ール作動シャフト（３２）が延伸し始めることができ、これによりノブ（２６）によるト
ロカール作動シャフト（３２）の更なる作動が、圧縮力を顕著に増加させることはない。
いくつかのそのような変形例において、インジケータウィンドウ（３８）は、トロカール
作動シャフト（３２）が延伸された度合の視覚的指標を提供することができ、これは、遠
位面（７２）及びクランプパッド（６４）により組織に付与される圧縮力を示すものにな
り得る。更に別の単なる具体例として、弾力性部材（例えば、コイルばね、ばね積層体な
ど）をトロカール作動シャフト（３２）とノブ（２６）との間に挿入することができる。
そのような弾力性部材は同様に、圧縮力がおよその所定値に達したときに、ある程度の延
伸を提供し得る。圧縮力がおよその所定値に達したことに応じて、器具（１０）が、１つ
又は２つ以上の構成要素の伸縮性を提供し得る他の好適な方法は、本明細書の教示を考慮
することで、当業者には明らかであろう。
【００３４】
　ＩＩ．超音波吻合器具の例示的な操作
　図６Ａ～６Ｆは、器具（１０）がある管状組織構造（１００）を別の管状組織構造（１
１０）と接合するのに使用されるプロセスを示す。あくまで一例として、組織構造（１０
０、１１０）は、患者の腸管（例えば、結腸など）の一部を含み得、この管は切断されて
管の一部が除去され、自由端（１０４、１１４）が残されている。図６Ａに示すように、
超音波ヘッドアセンブリ（４０）は、トロカール（３４）が管状組織構造（１１０）の開
放自由端（１１４）から突出するように、下の管状組織構造（１１０）を通って挿入され
ている。アンビル（６０）は、柄（６６）が管状組織構造（１００）の開放自由端（１０
４）から突出するように、上の管状組織構造（１００）を通って挿入されている。超音波
ヘッドアセンブリ（４０）及びアンビル（６０）が図６Ａに示す位置に配置され得る様々
な好適な方法が、本明細書の教示を考慮することで、当業者には明らかであろう。
【００３５】
　超音波ヘッドアセンブリ（４０）及びアンビル（６０）が図６Ａに示す位置に配置され
た後、上の管状組織構造（１００）の開放自由端（１０４）が、図６Ｂに示すように、ア
ンビル（６０）の柄（６６）の一部を覆うように引っ張られる。同様に、下方の管状組織
構造（１１０）の開放自由端（１１４）も、図６Ｂに示すように、トロカール（３４）の
一部を覆うように引っ張られる。次に、縫合糸（１２０）を巾着縫合形状で上の管状組織
構造（１００）に通し、縫合糸（１２０）を引っ張って、上の管状組織構造（１００）を
柄（６６）に対して全体に締まるようにする。縫合糸（１４０）も、巾着縫合形状で下の
管状組織構造（１１０）に通し、縫合糸（１４０）を引っ張って、下の管状組織構造（１
１０）を柄（６６）に対して全体に締まるようにする。この技法は単に任意のものである
ことが理解されよう。上の管状組織構造（１００）をアンビル（６０）に固定し得る他の
様々な方法、並びに、下の管状組織構造（１１０）を超音波ヘッドアセンブリ（４０）に
固定し得る他の様々な方法が、本明細書の教示を考慮することで、当業者には明らかであ
ろう。
【００３６】
　管状組織構造（１００、１１０）がそれぞれアンビル（６０）及び超音波ヘッドアセン
ブリ（４０）に固定されたら、図６Ｃに示すように、リーフ板（６７）がトロカール（３
４）にスナップ嵌めされるまで、トロカール（３４）を柄（６６）の穴（６９）に挿入す
る。あくまで一例として、これは、従来型の組織把持器具セットで柄（６６）の露出部分
を把持してから、柄（６６）をトロカール（３４）に向けて引っ張ることによって、達成
され得る。図６Ｃに示すように、柄（６６）及びトロカール（３４）を一緒に固定するの
に使用され得る他の好適な技法及び器具は、本明細書の教示を考慮することで、当業者に
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は明らかであろう。また、アンビル（６０）を超音波ヘッドアセンブリ（４０）に向けて
動かすことで、管状組織構造（１００）が管状組織構造（１１０）に向けて引っ張られる
ことも、理解されよう。
【００３７】
　柄（６６）及びトロカール（３４）を共に固定した状態で、手術者は次にノブ（２６）
を回転させて、アンビル（６０）を超音波ヘッドアセンブリ（４０）に対して近位側に引
き戻し、これにより、図６Ｄに示すように、クランプパッド（６４）とトランスデューサ
要素（７０）の遠位面（７２）との間の間隙距離ｄを小さくすることができる。上述のよ
うに、このノブ（２６）の回転は、トロカール作動アセンブリ（３０）及びトロカール作
動シャフト（３２）を介して、トロカール（３４）を引き戻す動きに変換される。手術者
は、インジケータウィンドウ（３８）を見ることにより、間隙距離ｄをモニターできる。
望ましい間隙距離ｄが達成されると、クランプパッド（６４）とトランスデューサ要素（
７０）の遠位面（７２）との間に捕捉された組織は、実質的に圧縮状態になり得ることが
理解されよう。上述のように、トロカール作動シャフト（３２）の柔軟性部（及び／又は
トロカール作動シャフト（３２）に連結された柔軟性部）は、クランプパッド（６４）と
トランスデューサ要素（７０）の遠位面（７２）との間に好適な圧縮力が達成されると、
可塑的に変形し始め得る。トランスデューサ要素（７０）は更に、この段階で長手方向へ
の圧縮力を受け得る。クランプパッド（６４）の内径に対して内側にある組織は、この段
階で、陥凹部（６８）内に集められ得ることが理解されよう。
【００３８】
　望ましい間隙距離ｄ及び／又は圧縮力が達成されると、手術者は、トリガアセンブリ（
２４）を作動させることができ、これによって、図６Ｅに示すように、トランスデューサ
要素（７０）を超音波エネルギーで作動させる。トランスデューサ要素（７０）により生
成された超音波振動が、クランプパッド（６４）と遠位面（７２）との間に捕捉された組
織を切断及び封着する。特に、陥凹部（６８）内に集められた組織は、管状組織構造（１
００、１１０）の他の部分から切除される。管状組織構造（１００、１１０）の隣接して
並置された部分は一緒に封着され、これによって、全体に環状形状の封着された組織層が
得られる。手術者は次に、器具（１０）を患者から除去し（例えば、管状組織構造（１１
０）の管腔（１１２）を通して）、図６Ｆに示すように、封着された吻合（１４０）が残
される。陥凹部（６８）内の切除された組織は、器具（１０）と共に除去され得る。結果
として得られた吻合（１４０）は、第１管状組織構造（１００）の管腔（１０２）と第２
管状組織構造（１１０）の管腔（１１２）との間の流体連通のための、明確な通路を提供
し得る。また、吻合（１４０）は、通常の生物学的プロセス中に、管状組織構造（１００
、１１０）の表面／壁面／内部を通って伝わることになる力に耐えるのに十分な構造的一
体性を有し得、これにより、管腔（１０２、１１２）及び吻合（１４０）を通る内容物は
吻合（１４０）部位から漏れ出ることはないことが理解されよう。
【００３９】
　アンビル（６０）は、図６Ｅから図６Ｆへの移行に示されるように、器具（１０）を患
者から除去するときに、トロカール（３４）と連結したままであり得ることが理解されよ
う。場合によっては、図６Ｅに示す段階の完了後、図６Ｆに示すように器具（１０）を除
去する前に、手術者はノブ（２６）を逆方向に回転させて、クランプパッド（６４）とト
ランスデューサ要素（７０）の遠位面（７２）との間の間隙距離ｄを広げることができる
。これは、吻合位置の組織を解放するのに役立ち、吻合（１４０）を損傷することなく器
具（１０）を除去するのを促進し得る。
【００４０】
　場合によっては、トランスデューサアセンブリ（７０）は、作動のたびに患者から超音
波ヘッドアセンブリ（４０）を取り出す必要なく、同じ吻合（１４０）部位で繰り返し作
動させることができる。更に、トランスデューサアセンブリ（７０）は、作動のたびに患
者から超音波ヘッドアセンブリ（４０）を取り出す必要なく、患者の内部の様々な部位で
作動させることができる。よって、器具（１０）は、従来型の円形ステープラ器具よりも
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、繰り返し動作により適している可能性があることが理解されよう。更に、本実施例の器
具（１０）は、吻合（１４０）完了後に患者の内部にステープルなどの人工構成要素を残
すことがない。
【００４１】
　端々吻合に関連して実施例が図６Ａ～６Ｆに示され上記に説明されてきたが、器具（１
０）は、側々吻合にも容易に使用可能であることが理解されよう。器具（１０）が使用さ
れ得る他の好適な方法は、本明細書の教示を考慮することで、当業者には明らかであろう
。
【００４２】
　ＩＩＩ．その他
　本明細書で説明した教示、表現、実施形態、実施例などの任意の１つ以上を、本明細書
で説明される他の教示、表現、実施形態、実施例などの任意の１つ以上と組み合わせるこ
とができることが理解されるべきである。したがって、上述の教示、表現、実施形態、実
施例などは、互いに関して孤立して考慮されるべきでない。本明細書による教示を組み合
わせることができる様々な好適な方法は、本明細書の教示を考慮することで、当業者には
容易に明らかであろう。そのような修正及び変形は、特許請求の範囲内に含まれるものと
する。
【００４３】
　参照することにより、全部又は一部を、本明細書に組み込まれると述べた任意の特許、
刊行物、又は他の開示文献は、組み込まれた文献が現行の定義、見解、又は本開示に記載
された他の開示文献と矛盾しない範囲においてのみ本明細書に組み込まれることが理解さ
れるべきである。したがって、必要な範囲で、本明細書に明瞭に記載される開示は、参照
により本明細書に組み込まれる任意の矛盾する文献に取って代わるものとする。参照する
ことにより本明細書に組み込まれると述べた任意の文献又はその一部で、現行の定義、見
解、又は本開示に記載された他の開示文献と矛盾するものは、組み込まれた文献と現行の
開示文献との間に矛盾が生じない範囲においてのみ組み込まれるものとする。
【００４４】
　上述の装置の変形例は、医療専門家によって行われる従来の医療処置及び手技で用いら
れてもよく、ロボット補助による医療処置及び手技で用いられてもよい。単なる実施例と
して、本明細書の様々な教示は、Ｉｎｔｕｉｔｉｖｅ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ，Ｉｎｃ．（Ｓ
ｕｎｎｙｖａｌｅ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）のＤＡＶＩＮＣＩ（商標）システムなどのロ
ボット手術システムに容易に組み込まれることができる。
【００４５】
　上述の変形例は、１回の使用後に廃棄されるように設計されてもよく、あるいは、それ
らは、複数回使用されるように設計されることもできる。変形例は、いずれの場合も、少
なくとも１回の使用後に再利用のために再調整することができる。再調整には、デバイス
を分解する工程、それに続いて特定の部品を洗浄又は交換する工程、並びにその後の再組
み立てする工程の任意の組み合わせを含んでもよい。特に、デバイスのいくつかの変形例
は分解されてもよく、また、デバイスの任意の個数の特定の部片又は部品が、任意の組み
合わせで選択的に交換されるか、あるいは取り外されてもよい。特定の部品の洗浄及び／
又は交換の際、デバイスのいくつかの変形例は、再調整用の施設で、又は外科的処置の直
前にユーザーによって、その後の使用のために再組み立てされてもよい。当業者であれば
、デバイスの再調整において、分解、洗浄／交換、及び再組み立てのための様々な技術を
使用できる点は理解されるであろう。このような技術の使用、及びその結果として得られ
る再調整されたデバイスは、全て、本出願の範囲内にある。
【００４６】
　単なる一例として、本明細書で説明した変形例は、手術の前及び／又は後に、滅菌され
てもよい。ある滅菌技術において、デバイスは、プラスチック製又はタイベック（ＴＹＶ
ＥＫ）製のバックなど、閉じられ密封された容器に入れられる。次いで、容器及びデバイ
スは、γ放射線、Ｘ線、又は高エネルギー電子など、容器を透過し得る放射線場に置かれ
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てもよい。放射線により、デバイス上及び容器内の細菌を死滅させることができる。次に
、滅菌されたデバイスは、後の使用のために、滅菌した容器内に保管してもよい。デバイ
スはまた、限定されるものではないが、β若しくはγ放射線、エチレンオキシド、又は水
蒸気を含めて、当該技術分野で既知の他の任意の技術を使用して滅菌することもできる。
【００４７】
　本発明の様々な実施形態を図示及び説明してきたが、本発明の範囲から逸脱することな
く、当業者による適切な改変によって、本明細書で説明される方法及びシステムの更なる
適合化を達成することができる。そのような可能な改変のいくつかについて述べたが、そ
の他の改変も当業者には明らかであろう。例えば、上で議論した例、実施形態、幾何学的
形状、材料、寸法、比率、工程などは、例示的なものであり、必須ではない。したがって
、本発明の範囲は以下の特許請求の範囲において考慮されるべきものであり、本明細書及
び図面において図示し説明した構造及び動作の細部に限定されないものとして理解される
。
【００４８】
〔実施の態様〕
（１）　（ａ）本体と、
　（ｂ）該本体から遠位側に延在するシャフトであって、該シャフトが遠位端を有する、
シャフトと、
　（ｃ）該シャフトの該遠位端に配置される超音波要素であって、該超音波要素が遠位方
向に向く環状面を含む、超音波要素と、
　（ｄ）環状クランプパッドであって、該クランプパッドが該超音波要素の該遠位方向に
向く環状面に向かって移動可能である、環状クランプパッドと、
　を含む、機器。
（２）　前記本体がハンドルアセンブリを含む、実施態様１に記載の機器。
（３）　前記シャフトが湾曲している、実施態様１に記載の機器。
（４）　前記超音波要素が超音波トランスデューサを含む、実施態様１に記載の機器。
（５）　前記超音波トランスデューサが円筒状形状を有する、実施態様４に記載の機器。
【００４９】
（６）　前記本体から前記超音波トランスデューサまで前記シャフトを通って延在する、
１つ又は２つ以上の電気導体を更に含む、実施態様４に記載の機器。
（７）　前記超音波要素が中央穴を画定する、実施態様１に記載の機器。
（８）　前記超音波要素の前記中央穴を通って延在する細長い部材を更に含み、該細長い
部材は、該超音波要素の該遠位方向に向く環状面に近づく方向及び該遠位方向に向く環状
面から離れる方向に前記クランプパッドを選択的に動かすよう操作可能である、実施態様
７に記載の機器。
（９）　前記細長い部材がトロカールを含む、実施態様８に記載の機器。
（１０）　アンビルを更に含み、該アンビルが、
　（ｉ）前記クランプパッドが固定される、ヘッドと、
　（ｉｉ）該ヘッドから延出し、前記細長い部材と連結されるよう構成されている、柄と
、
　を含む、実施態様８に記載の機器。
【００５０】
（１１）　前記ヘッドが、前記クランプパッドに対して内側にある陥凹部を画定する、実
施態様１０に記載の機器。
（１２）　前記シャフトの前記遠位端がシュラウドを含み、前記超音波要素が該シュラウ
ド内に配置されている、実施態様１に記載の機器。
（１３）　前記シュラウドが、前記超音波要素の外側領域に対して内向きの圧縮力を印加
するよう構成されている、実施態様１２に記載の機器。
（１４）　前記シュラウドが遠位縁を含み、前記遠位方向に向く環状面が該遠位縁と同一
面である、実施態様１２に記載の機器。
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（１５）　前記超音波要素が、長手方向の動き及び径方向の動きで超音波振動するよう構
成されている、実施態様１に記載の機器。
【００５１】
（１６）　前記クランプパッドが、止血又は組織治癒を強化するように構成された物質を
含む、実施態様１に記載の機器。
（１７）　前記超音波要素に電力を供給するよう操作可能な発電機を更に含み、該発電機
がケーブルを介して前記本体に連結されている、実施態様１に記載の機器。
（１８）　（ａ）本体と、
　（ｂ）該本体から遠位側に延在するシャフトであって、該シャフトが遠位端を有する、
シャフトと、
　（ｃ）該シャフトの該遠位端に配置される円筒状超音波トランスデューサであって、該
超音波トランスデューサが遠位方向に向く環状面を含む、円筒状超音波トランスデューサ
と、
　（ｄ）該超音波トランスデューサに対して並進運動可能なアンビル連結機構と、
　（ｅ）アンビルであって、該アンビルが該アンビル連結機構と連結するよう構成されて
おり、該アンビルが環状クランプパッドを含み、該クランプパッドが、該超音波トランス
デューサの該遠位方向に向く環状面に向かって移動可能である、アンビルと、
　を含む、機器。
（１９）　第１中空組織構造と第２中空組織構造との間の吻合を形成する方法であって、
　（ａ）第１中空組織構造に超音波要素を挿入することであって、該超音波要素が遠位方
向に向く環状面を含む、ことと、
　（ｂ）第２中空組織構造に環状クランプパッドを挿入することと、
　（ｃ）該遠位方向に向く環状面と該クランプパッドとの間にある、該第１中空組織構造
の組織と、該第２中空組織構造の組織とを、圧縮することと、
　（ｄ）該超音波要素を超音波エネルギーで作動させ、これにより、該遠位方向に向く環
状面と該クランプパッドとの間に捕捉された組織を切断及び封着することと、
　を含む、方法。
（２０）　前記第１及び第２中空組織構造が、消化管の一部分を含む、実施態様１９に記
載の方法。
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